
平成年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

（
日
本
年
金
機
構
へ
の
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
に
係
る
事
務
の
委
任
）

第
二
十
九
条

法
第
七
十
一
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年

法
律
第
百
十
五
号
）
第
八
十
一
条
の
二
及
び
第
八
十
一
条
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
る
申
出
の
受
理

二

法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
三
条
の
二

の
規
定
に
よ
る
申
出
の
受
理
及
び
承
認

三

法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
六
条
第
五

項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
に
対
す
る
処
分
の
請
求

四

法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
国
税
徴
収
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
徴
収
に
係
る
権
限
（
国
税
通
則
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第

六
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
納
入
の
告
知
、
同
法
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
百
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
納
付
義
務
者
に
属

す
る
権
利
の
行
使
、
国
税
通
則
法
第
四
十
六
条
の
規
定
の
例
に
よ
る
納
付
の
猶
予
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
権
限
並
び
に
次
号
に
掲
げ
る
質
問
及
び
検
査
並
び
に
捜
索
を
除
く
。）

五

法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
国
税
徴
収
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
百
四
十
一

条
の
規
定
に
よ
る
質
問
及
び
検
査
並
び
に
同
法
第
百
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
捜
索

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
権
限

（
機
構
が
行
う
滞
納
処
分
等
に
係
る
認
可
等
）

第
三
十
条

日
本
年
金
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）は
、
法
第
七
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
税
滞
納
処
分

の
例
に
よ
る
処
分
及
び
前
条
第
五
号
に
掲
げ
る
権
限
（
以
下
「
滞
納
処
分
等
」
と
い
う
。）を
行
う
場
合
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
る
と
と
も
に
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
滞
納
処
分
等
実
施
規
程
に

従
い
、
徴
収
職
員
に
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
六
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
機
構
が
行
う
滞
納
処
分

等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
滞
納
処
分
等
実
施
規
定
の
認
可
等
）

第
三
十
一
条

機
構
は
、
滞
納
処
分
等
の
実
施
に
関
す
る
規
程
（
次
項
に
お
い
て
「
滞
納
処
分
等
実
施
規
程
」
と
い

う
。）を
定
め
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同

様
と
す
る
。

２

厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
七
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
滞
納
処
分
等
実
施
規
程
の
認
可
及
び
変
更
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

（
機
構
か
ら
厚
生
労
働
大
臣
へ
の
求
め
等
）

第
三
十
二
条

機
構
は
、
滞
納
処
分
等
そ
の
他
第
二
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
権
限
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

権
限
に
係
る
事
務
を
効
果
的
に
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
当
該
権
限
の
行
使
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
厚
生
労
働
大
臣
自
ら
そ
の

権
限
を
行
う
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
法
第
七
十
一
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
場
合
）

第
三
十
三
条

法
第
七
十
一
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
お

い
て
厚
生
労
働
大
臣
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
と
す
る
。

（
厚
生
年
金
保
険
法
の
機
構
へ
の
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
に
係
る
事
務
の
委
任
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
三
十
四
条

厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
四
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
七
十
一
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
機
構
に
よ
る
同
項
に
規
定
す
る
国
税
滞
納
処
分
の
例
に
よ
る
処
分
及
び
第
二
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
権

限
に
係
る
事
務
の
実
施
又
は
法
第
七
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
こ
れ
ら
の
権
限
の
行

使
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
財
務
大
臣
へ
の
権
限
の
委
任
）

第
三
十
五
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
七
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
滞
納
処
分
等
及
び
第
二
十
九
条
第
四
号

に
掲
げ
る
権
限
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
権
限
並
び
に
同
号
に
規
定

す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
権
限
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
滞
納
処

分
等
そ
の
他
の
処
分
」
と
い
う
。）に
係
る
納
付
義
務
者
（
法
第
七
十
一
条
第
六
項
に
規
定
す
る
納
付
義
務
者
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
三
十
八
条
に
お
い
て
「
納
付
義
務
者
」
と
い
う
。）が
滞
納
処
分
等
そ
の
他
の
処
分
の
執

行
を
免
れ
る
目
的
で
そ
の
財
産
に
つ
い
て
隠
蔽
し
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
事
情
が
あ
る
た
め
拠
出

金
等
の
効
果
的
な
徴
収
を
行
う
上
で
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
財
務
大
臣
に
、
当
該
納
付
義
務
者
に
関
す

る
情
報
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
当
該
納
付
義
務
者
に
係
る
滞
納
処
分
等
そ
の
他
の
処
分
の

権
限
を
委
任
す
る
。

２

前
項
の
事
情
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

納
付
義
務
者
が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
月
数
分
以
上
の
拠
出
金
を
滞
納
し
て
い
る
こ
と
。

二

納
付
義
務
者
が
滞
納
処
分
等
そ
の
他
の
処
分
の
執
行
を
免
れ
る
目
的
で
そ
の
財
産
に
つ
い
て
隠
蔽
し
て
い
る

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

三

納
付
義
務
者
が
滞
納
し
て
い
る
拠
出
金
等
の
額
（
納
付
義
務
者
が
、
厚
生
年
金
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
保
険

料
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
又
は
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年

法
律
第
七
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
、
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
保
険
料
の
納
付
の
特
例
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
規
定
に
よ
る
特
例
納
付
保
険
料
そ
の
他
こ
れ
ら
の
法
律

の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
滞
納
し

て
い
る
と
き
は
、
当
該
滞
納
し
て
い
る
保
険
料
、
特
例
納
付
保
険
料
又
は
こ
れ
ら
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収

金
の
合
計
額
を
加
算
し
た
額
）
が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
金
額
以
上
で
あ
る
こ
と
。

四

滞
納
処
分
等
そ
の
他
の
処
分
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
付
義
務
者
が
滞
納
し
て
い
る
拠
出
金
等
の
納

付
に
つ
い
て
誠
実
な
意
思
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
滞
納
処
分
等
そ
の
他
の
処
分
の
権
限
を
委
任
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
次
に
掲
げ
る
権
限
を
除
き
、
そ
の
全
部
を
財
務
大
臣
に
委
任
す
る
。

一

法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
国
税
徴
収
法
第
百
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
告
知

二

法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
国
税
徴
収
法
第
百
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
滞
納
処
分
の
執

行
の
停
止

三

法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
国
税
通
則
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
延
長

四

法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
国
税
通
則
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
告
知

五

法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
国
税
通
則
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
受
託

六

法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
国
税
通
則
法
第
六
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
免
除

七

法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
国
税
通
則
法
第
百
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
権
限

（
厚
生
年
金
保
険
法
の
財
務
大
臣
へ
の
権
限
の
委
任
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
三
十
六
条

厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
五
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
七
十
一
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
財
務
大
臣
へ
の
権
限
の
委
任
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
国
税
庁
長
官
へ
の
権
限
の
委
任
）

第
三
十
七
条

財
務
大
臣
は
、
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
委
任
さ
れ
た
権
限
、
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る

厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
及
び
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
条
の
五
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
条
の
四
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
を
国
税
庁
長
官
に
委
任
す
る
。




		2015-03-31T18:21:04+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




